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妊婦HIVおよびクラミジア・トラコマティス

抗体スクリーニング体制の確立

長崎方式による取り組み
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目的　長崎県下において1994年から進行中の妊婦HIV抗体スクリーニング事業および1996年か

ら始まった妊婦クラミジア・トラコマティス抗体スクリーニング事業の概要と現在までの成

果について報告する。

方法　対象：1994年以降妊婦検診の一環として長崎県下の産科医院または産科病院を受診した妊

婦。

　スクリーニング法：血清HIV抗体は酵素抗体法（アキシムHIV-1/HIV-2，ダイナボッ

ト）を用いてスクリーニングを行った。血清クラミジア・トラコマティスIgA, IgG抗体は

酵素抗体法（HITAZYME，日立化成）を用いて測定した。

結果と考察　1994年から始まった妊婦HIV抗体スクリーニングヘの参加者は毎年7,000人を超え

ており，1994年から1996年の年平均参加者数は7,628±260.9（平均±標準偏差）であった。

1994年から1997年までの4年間にHIV抗体スクリーニングに参加した妊婦の合計は29,203

人，ウエスタンブロッティングやPCRによる確認試験を行ったものが2例存在した。しか

し，確認試験の結果，HIV陽性と判定された妊婦はゼロであった。

　一方，1996年に開始されたクラミジア・トラコマティスに対する抗体スクリーニング参加

妊婦数も毎年約7,000人を超えていた。年齢階層別クラミジア・トラコマティス抗体陽性率

は若年妊婦ほど高い抗体陽性率を示しており，健康教育を含めた啓発活動の対象となる集団

であると考えられる。

　HIVまたはクラミジア・トラコマティス抗体のどちらか一方に参加した妊婦の数は毎年，

約9,000人となっており，長崎県における年間出生数（約15,000人）から推定すると，約6

割の妊婦がいずれかの抗体スクリーニングに参加していることが明らかとなった。こうした

体制の確立は全国でも始めてであり，それを可能にしたのは長年長崎県が取り組んできた成

人T細胞白血病予防対策事業（ATL Prevention Program: APP）の存在があったからだと考

えられる。APPの一環として，1987年から妊婦HTLV-1抗体スクリーニングが行われてき

たが，研究機関，行政，医療機関の3者の協力の基に，毎年，約9,000-10,000人の妊婦がス

クリーニングに参加してきた。そうした体制があってこそ，比較的速やかに妊婦HIV抗体

スクリーニング事業および妊婦クラミジア・トラコマティス抗体スクリーニング事業が展開

できたといえる。

　本事業は，血清疫学のためのシステムであるが，性行動調査を同時に実施することによ

り，性感染症リスク行動の評価や啓発活動の手法の開発にも今後，有効なシステムとして機

能する可能性をもっている。
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